
 
                                                                    

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

本日は、「クラブフォーラム」です。 

①イニシエーションスピーチ（相田会員） 

②奉仕活動報告 

本日の例会  川喜田半泥子は、明治 11 年に、三重県津市

の豪商の家に長男として誕生します。25 歳にし

て百五銀行取締役に就任、31 歳で津市議会議

員、32 歳で三重県議会議員に当選します。陶

芸を始めたのが 34 歳になってからですが、この

頃は役員の仕事が忙しかったようです。「半泥

子」という号は禅の導師から授かり、「半ば泥（な

ず）みて半ば泥（なず）まず」という言葉からの引

用です。趣味として行っていた陶芸ですが、50

歳を越えてやっと自身のモデル作品が出来上

がるようになります。遊び心溢れる作品を三万点

以上生み出されました。半泥子の作品は「銘」に

も注目して頂きたいと思います。「これはこれ

は」・「閑く恋慕（かくれんぼ）」といった陶芸作品

や、「波和遊（How are you？）」といった書も残さ

れています。 

 日本の國焼の国宝は 2 点しかありません。他

は全て朝鮮の物になります。皆さんが造ってい

る作品も 400 年経つと、もしかしたら国宝になっ

ているかもしれませんね。 

 今後料理を召し上がる際には、味だけではな

く、器にも注目して頂ければ幸いです。 
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 本日は、貴重なお時間を頂き、ありがとうござい

ます。もともと、焼き物とは無縁な人生を送ってお

りました。今から 35 年前は、グローバリゼーショ

ン・コングロマリットなど、企業のビジネス戦略の仕

事に携わり、財務広報の仕事を手探りで行ってい

ました。海外に行くと、日本の文化について良く

聞かれるのですが、上手く答えられないこともあ

り、そこから日本文化である陶芸に触れることにな

りました。 

 陶芸の面白さは大きく三つあると思います。  

①物を想像して造ること。何を造ろう、何色にしよ 

うなど、自由に選択して造ることができます。 

②炎の芸術であること。約 1,250℃の温度で神の

洗礼を受けます。一度窯に入れると、途中で取

り出すことはできません。焼き上がった物は 偶

然の産物であるとも言えます。 

③使える物が出来ること。自分が造った物を使え

る喜びがあります。 

 陶芸は、日本の「侘び・寂び」が楽しめる文化で

す。この焼き物を商売にせず、文化的で美意識

の高い作品を数多く造り上げた川喜田半泥子を

本日紹介します。「東の魯山人、西の半泥子」と

言われた人物です。 

～前回の例会～ 

日本陶芸倶楽部 

理事長 

児玉 裕司 氏 

「陶芸に関して」 

竹谷 嘉彦会員ご紹介 

「ポール・ハリス・フェロー認証状と

バッジの贈呈」 

森本 幸子 会員（1 回目） 

伊藤 瞳  会員（4 回目） 

おめでとうございます！ 

「ハビリスジャパン 料理教室」 

1/27（土）に開催されました！ 

村木会長、松井会長エレクト、 

長野会員、岡田会員、丸山会員、

上田会員、お疲れ様でした！ 
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村木 茂   1/27 手足の不自由な子供達の料理教室、 

感動的でした。丸山様、長野様、松井様、 

上田様、岡田様、ありがとうございました。 

金澤 洋   ①先週、会長からご報告があった通りカンボ 

ジア視察旅行、無事終りました。皆さんの 

ご協力に感謝申しあげます。 

        ②28 日（土）みずほフィルハーモニーの第 33

回定期演奏会が、入場者数 1500 名という

盛況で無事終りました。ご来場ご声援あり 

がとうございました。 

坂本 正彦  カンボジアのバイヨン中学校の生徒さんの 

熱烈な歓迎に感動しました。 

木村奈美枝 ○＋○才に柿崎のお米をいただきありがとう

ございました。又、日本陶芸倶楽部の児玉 

様本日の卓話よろしくお願い致します。 

三宅 壽   誕生日においしいお米有難うございました。

森本 幸子  金澤さま 演奏会素晴らしかったです。 

おつかれさま。 

 

第 151８回 例 会 報 告  

■1 月 30 日例会プログラム 
1．点鐘 
2．ロータリーソング「日も風も星も」 

本日の歌「鉄道唱歌～東海道編 41 番」 
3．ポール・ハリス・フェロー認証状とバッジの贈呈 
4. 会長報告 
5. 委員会報告 
6．卓話 
7．点鐘 

■出席報告 
1 月 30 日 出席者 42 名 ビジター2 名 出席率 67％
1 月 23 日 出席者 35 名 メーキャップ 12 名 計 47 名
会員数 66 名 出席対象者 63 名 修正出席率 75％

■ビジター（敬称略） 

斉藤 源久（東京新宿）  竹井 英久（東京西） 

〇会長報告 

・ 本日の軽食は、ビーフストロガノフです。カレーに 

代わる軽食をどうして行くかを今後も検討します。 

・ 1 月 27 日（土）にハビリスジャパンのクッキング教室

を開催しました。手足の不自由な子供が 12 名参加

しました。その内、3 名は前回も参加してくれていま

した。ピザ・スープを作りましたが、両手のない子供

も、最初から最後までギブアップせずに頑張ってい

ました。今回も写真撮影をしていたので、良い写真

が多数撮れたことと思います。 

・ カンボジアの T シャツを例会場の出入口付近に置

いてあります。国際奉仕委員会の費用で購入してき

ました。2 月 6 日（火）まで展示予定です。まだ受け

取られていない方はお受け取り下さい。また、2 月 6

日までに受け取られない方は適用にサイズを選ん

で郵送させて頂く予定です。 

・ 来週クラブフォーラムを開催します。①相田会員の

イニシエーションスピーチ、②奉仕活動報告で30 分

強のお時間を頂戴します。是非ご参加下さい。 
 

〇委員会報告 

・親睦委員会より － 木村親睦委員長 

本日、アンケートをBOXに配布しました。今後より

良い親睦を図るためのアンケートです。是非ご協

力下さいますようお願いします。 

 

〇幹事報告 

・ ロータリー財団及び米山寄付金の確定申告用 

領収書を皆様のボックスに配布致しました。 

・ 次回例会はクラブフォーラムになります。会場は 5F

のラ・ローズⅡになります。お間違え無いよう宜しく 

お願い致します。 

次 回 例 会 の予 定  

次回 2 月 13 日（火）の卓話は、 

加茂 佳彦 会員です。 

演題は、「（仮題）ＵＡＥに関して」です。 


